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「
申
し
訳
な
い
」
―
。
初
戦

を
終
え
、
エ
ー
ス
の
口
か
ら
出

た
言
葉
は
後
悔
の
一
言
だ
っ

た
。 初

回
、
先
頭
打
者
に
中
前
安

打
を
許
す
と
、
１
死
二
塁
で
３

番
打
者
に
中
前
適
時
打
を
浴

び
、
即
座
に
先
制
点
を
奪
わ
れ

た
。
続
く
２
回
に
も
単
打
と
長

打
の
連
打
で
追
加
点
を
挙
げ

ら
れ
、
３
回
か
ら
は
他
の
投
手

に
マ
ウ
ン
ド
を
譲
っ
た
。
「
い 

つ
も
は
試
合
で
修
正
し
て
い
く

ん
で
す
け
ど
、
今
日
は
そ
れ
に
失

敗
し
た
。
チ
ー
ム
に
申
し
訳
な

い
」
と
肩
を
落
と
し
た
。 

 

打
線
も
春
、
１
点
に
抑
え
込
ま

れ
た
藤
岡
相
手
に
今
回
も
苦
渋

を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
。
２
回
に
５

番
・
友
滝
健
弘
（
政
４
）
が
初
球

を
中
越
二
塁
打
に
す
る
と
、
続
く

６
番
・
江
越
大
賀
（
法
１
）
が
四

球
を
選
び
１
死
一
、
二
塁
の
好
機

を
演
出
す
る
が
、
最
速
１
４
９
キ

ロ
の
直
球
の
前
に
手
が
で
な
い
。

さ
ら
に
、
７
回
、
江
越
が
中
越
三

塁
打
を
放
ち
再
び
１
死
か
ら
好

機
を
作
る
が
、
二
者
連
続
三
振
と

相
手
の
要
所
を
締
め
る
力
投
で

後
続
が
続
か
ず
完
封
。
主
将
・
岡

将
吾(

法
４)
も
「
今
日
は
投
手
が

粘
っ
て
く
れ
た
。
今
度
は
打
線
で

援
護
し
た
い
」
と
、
次
に
向
け
意

気
込
ん
だ
。 

 

〟
戦
国
東
都
〝
の
覇
者
・
東
洋

大
に
実
力
の
差
を
見
せ
つ
け
ら

れ
た
初
戦
。
課
題
の
多
く
残
っ
た

試
合
で
は
あ
っ
た
が
、
投
手
の
粘

り
に
加
え
、
湿
り
が
ち
な
打
線
が

奮
起
す
れ
ば
勝
利
が
よ
り
近
く

に
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。 

07 年春以来 写真＝松井智子 

文＝池田初  

リ
ー
グ
戦
で
は
初
先
発
の

１
年
生
・
木
村
大
希(

営
１)

は
、
１
回
2/3
で
２
安
打
を
放

た
れ
降
板
。
代
わ
っ
た
井
口

は
、
７
回
に
無
死
一
・
二
塁

の
ピ
ン
チ
を
招
く
が
「
い
い

リ
ズ
ム
で
行
け
た
」
と
続
く

打
者
を
飛
球
、
三
振
で
抑
え

た
。
そ
の
後
２
回
は
三
者
凡

退
と
好
投
し
、
無
失
点
に
抑

え
「
カ
ー
ブ
、
フ
ォ
ー
ク
を

投
げ
込
め
た
の
が
良
か
っ

た
」
と
自
身
の
投
球
を
振
り

返
っ
た
。 

打
線
は
、
初
回
に
１
点
を

先
制
し
て
続
く
２
回
、
二
死

か
ら
死
球
と
敵
失
で
一
・
三

塁
の
好
機
を
作
る
と
、
「
甘

い
ボ
ー
ル
は
狙
っ
て
積
極

的
に
打
ち
に
い
こ
う
」
と
中

谷
泰
周(

市
３)

の
左
中
間

適
時
二
塁
打
で
２
点
を
追

加
。
そ
の
後
は
毎
回
、
安
打

は
出
る
が
得
点
に
は
繋
が

ら
な
い
。
試
合
が
動
い
た
の

は
７
回
。
小
椋
正
博
監
督
の 

「
な
ん
と
か
あ
と
一
点
ほ

し
い
」
と
い
う
期
待
通
り
、 

写
真
＝
水
出
綾
香
、 

 
 

 

桑
田
静
香 

文

＝

服

部

萌

香 
７回、危機を脱し、 

 吠える井口 

 

白崎浩は４打数

４安打の活躍を

見せた 

 

11 年秋季リーグ 

第１週・９月５日 

１勝１敗 
 

11 年秋季リーグ 

第１週・９月４日 

０勝１敗 
 

【駒 大】  打安点 

④小  林  ２００ 

⑧嘉数駿  ３００ 

PH奥  野  １００ 

８中  谷  ０００ 

⑥ 岡   ４００ 

⑤白崎浩  ４００ 

⑦友  滝  ４１０ 

⑨江  越  ３２０ 

  DH横  嶋  ４１０ 

  ②戸  柱  ２００ 

  ③増  本  ２００ 

      計29４０ 

 

▽二塁打＝友滝 

▽三塁打＝江越 

 

    回  打安責 

●白崎勇 ２  12５２ 

 小  倉 ３  11２１ 

 高橋涼   1/3 ２００ 

 栗  林   2/3 １００ 

 木  村 １2/3 ８１０ 

 井  口  2/3 ２００ 

 高橋一  2/3 ２００ 

【駒 大】  打安点 

④小 林  ３００ 

⑧中 谷  ２１２ 

８嘉数駿  １００ 

⑥ 岡   ５１０ 

⑤白崎浩  ４４１ 

DH柴 田  ３１１ 

⑦友 滝  ４００ 

⑨江 越  ３００ 

③増 本  ３００ 

      計32９４ 

 

▽二塁打＝柴田、中谷 

          戸柱 

 

    回   打安責 

 木 村  １2/3 ７２０ 

○井 口  ７1/3  26４０ 

初
戦
の
相
手
は
、
王
者
・
東
洋
大
。

試
合
は
序
盤
、
エ
ー
ス
・
白
崎
勇

気
（
営
４
）
が
早
々
と
失
点
し
２

回
で
降
板
す
る
と
、
打
線
も
好
投

手
・
藤
岡
貴
裕
（
４
年
＝
桐
生
一
）

の
前
に
散
発
４
安
打
９
三
振
と

沈
黙
。
初
戦
、
勝
っ
て
勢
い
を
つ

け
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
手
痛

い
黒
星
を
喫
し
た
。 

 

初
回
、
柴
田
圭
哉(

商
４)

の
右
越
適
時
二
塁
打
で
先

制
す
る
。
４
番
・
白
崎
浩
之

(

法
３)

の
全
打
席
安
打
な

ど
で
９
安
打
と
打
線
が
好

調
。
投
げ
て
は
、
継
投
し
た

井
口
拓
皓(

経
３)

が
７
回

1/3
を
４
安
打
に
抑
え
る
好

投
を
見
せ
る
な
ど
、
投
打
が

か
み
合
い
昨
春
王
者
の
東

洋
大
に
勝
利
し
た
。 

 

４
安
打
と
奮
わ
な
か
っ
た
打
線 

先
頭
打
者
が
四
球
で
出

塁
す
る
と
、
白
崎
浩
が

中
前
適
時
打
を
放
ち
追

加
点
を
挙
げ
た
。 

 

前
日
の
４
安
打
・
無

得
点
と
い
う
嫌
な
雰
囲

気
を
払
し
ょ
く
す
る
よ

う
に
、
４
番
の
白
崎
浩

が
「
公
式
戦
で
は
初
め

て
」
と
い
う
、
４
打
数

４
安
打
の
活
躍
を
見
せ

る
な
ど
、
い
い
流
れ
を

作
り
、
東
洋
大
相
手
に

完
勝
。 

 

主
将
・
岡
将
吾(

法

４)

は
「(

明
日
は)

一
回

や
ら
れ
て
い
る
の
で､

藤
岡
か
ら
打
っ
て
勝
ち

た
い
」
と
意
気
込
み
、

３
戦
目
に
挑
む
。 

 


